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　　　　　　　東亜天文協會1934年六月例會の記嘉
　　　六月23日15時，花山天文藁にて開催，山本二三が座長席につき
山本曾轟　は先づ去る六月3目本山経醤の倉敷天文毫に高松宮同妃爾殿下行啓：
　の盛儀に就て詳細に讃：明し，記念爲三等種々供覧した．次で叉，同18日京
　都帝二大學創立記念日に花山天文藁を一般公衆に開放したこと，之れに關
　聯して天文憂本館内外の陳列圃書標本等を完備整頓したことと同時に，本
　會の経回事務萬端も最近著しく改善したこと等の報告あり・更に：叉，座長
　は，最近淺野黄道光課幹事よりの報告中，去18日烏取縣本田二三が早くも
　東天の黄道光を二見，本邦に於けるレコ1ドを作りし件を報告．叉，六月
　下旬にアンタ1レス二二の星が塗亟現象を見せることに關して來二者一同
　の注意を促し，尚ほ掩蔽観測の重要なることを力説した後，
柴田理學士　は，最新小遊星Jeffei’s星，ホィプル彗星1933　f，及び近く再蹴獲
　見される筈のエンケ彗星が口下プレヤデス團の西を運行してみる下等を報
　告した．次に改めて
山本弓長　は，vV　Cepheiとv・ふ攣星に開するMchughlilM専士の近業［AP．
　J．（Ig34　March）］を紹介した．此のvv星は一一一般に不規則攣星と認められ
　てるるが，マクラフリン氏の観測によれば，光度は可なり複雑してみるけ
　れど明らかに！00日ばかりの週期星で，5．0－5．8級の範圃を昇降してみるか
　ら，双眼鏡で容易に観測し得られる．スペクトルはM型とB型との混在し
　てるるもので，M型星は光度攣化と共に脈動してみることが表はれ・，　B型
　のスペクトルは著しく太い輝線や細VO暗線を複雑に表はし，攣光と共に著
　しく二三を憂へる．爾ほ此の星系は三二が二二：ガスで包まれてるるなど，
　とても三一に説き難き構造であるが，雲叢の複難な模檬がAlm　Ai・1．）or天
　文藁の1至192糎の大反射鏡によるスペクトノし鳥取撮影からマクラフリン博士
　の熟練な手腕によって驚くべき痢il秘が解明されたことを，會長は要約紹介
　された・因みに，此の如き見事な研究が近年各所の天文基iで績々行はれつ
　Nあるに拘らす，我が國では此の種の研究に適する大望遠鏡が…つも無v・
　のは残念である・（支那には最近南京紫金山天文裏に設備中の由，本誌前
　號参撚）教に
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高城武夫氏　は，最近の新式精密時計につき下記の如く種々の紹介があった．
　要　項一
　從來構密時計としては圭として天交用の振子時計であって，地球の重力を利用した
　ものである・振子時計は（1）二度による振子の長さの憂死，（2）支黒占の磨滅，（3）振子
　の材料の長年月の枯レによる攣化，（4）振幅による月曜の攣傷（5）振子に加へられる
　．d．み．ざノヒろの不伺接i貼の移動（6）空氣との摩擦抵抗，等に二って種々の歩度の攣化
　が振子時計の有する敏鮎であり，古くからの研究問題であったが，現今は之等の諸
　問直も殆んど完全に解決されて一，例へば花出天文豪に在るリ1フラ1時計やショー
　　ト時計は完成された最新式の振子時計と言ふ事：が出眠る・然しこれでも省ほ，地震
　や刀の引力の影響，其の他少量の地磁氣や静電的の外部の影響が振子の不可遜の峡
　黒占として塞げられ，目下の研究榎目である・こうして，大骨豊振子時計の改善が一段
　落？の頃に，天文とは全く其趣きを異にした方面から，而かも郎等の最後の諸問題を
　　も解決してくれる優秀な精密時計を吾々の眼前に提供されるやうになった・之れは
　一言にして語へばL時計の電牝「である・即ち，暢近高周波生活工學の進歩と共に周波
　藪標準器なるもの5出現である・一般に澗知の如く，調波数「とし時コとは逆数の關係
　にあるから，こうした周波数標準器はとりもなほさす精密時計として使用出隔る事
　になる・この標準器の種類に音叉式，水晶式の如き耳輩性質の固有振動を利用して，
　この振動を高周波電流に置換したものと，滑空管に依る恒電氣振動を利用してみる
　ものとがある，山地のものは夫々時計として利用されて音叉時計，水晶時計，或は
　一般にPh・nic　M・亡。〕r　Clock等と呼ばれてみるが，何れも千乃至一萬数千周波の高
　周波電流を作働させτ特種の同期電動機を運漏し，その有する正確な等時性が時計
　の出自音Kに聯動されてるる構造である・こうして，これ等の電儀式の精密時計には
　前述の振子時計に於けるやうな諸三道が志んど考慮に入らなくなった・そして之等
　の精密時計の成置を調べてみると外部からの影響を出來る油け少なく保持し充分安
　定「条件を與へてやれば實に驚異すべき正確さを保ってるる・歩度の攣化は千分の一
　秒以上一萬分の一’秒陛度であつで，而かも地震や月の引力の影響もない・實に訴願
　な機能を持ってるるのであるが現在ではまだ種々の技術上の問題が淺ってみて實用
　期にはなってみない・早晩臨く使はれるやうになるであらうと・次いで歯車無しで
　時針，分針，秒針が廻る同期電動機式時計の紹介や，最後に，」又最近英國で振子時
　計の原動力を非人工的に絶えず供給させる解決が着いた・・一帥ち，応訴の攣化に
　よる温度差を利用しT，小容器内に密封きれた試算氣騰の墜力の攣化に着目しτ，
　この墜力に依って容器内の水銀が流動し，容器全膿を傾ける装置をなし，歯車を運
　韓させる所の時計が考案された丁目を紹介した・
かくて17時過ぎ閉會．参集者20籐名．夜は観測公開である．日没直後は曇天
であったが，夜の更けると共に室晴れて，数十名の熱心な人々が，稻葉理璽
士の指導のもとにクック30糎屈折機に依り，深更：まで月や激多の二二を覗き，
宇宙美の荘嚴を味ってみた．
